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 (生徒数 30人)'(班の人数)を計算して，商やあまりを考える。
  3人班のときは，あまりなく分けることができて 10班できる。

　　　　　  4人班のときは，あまりなく分けることができない。
　　　　　 　　　　　　　　（ 7班できて 2人あまる。）
　　　　　  5人班のときは，あまりなく分けることができて 6班できる。

 ⑴　 6は 3を何倍かした数になっている。
　　　　　 ⑵　 6は 3でわり切れる。
　　　　　 約数と倍数をとりちがえないようにしよう。

 ⑴　倍数
　　　　　 ⑵　約数

 1年 1組の生徒数は 30人です。
30人を 3人班に分けるとしたら，何班できるでしょうか。
また， 4人班や 5人班ではどうでしょうか。

補助教材

P.2

 6は 3#2と表すことができます。下の には，「約数」，「倍数」の
どちらがあてはまりますか。
⑴　 6は 3の である。
⑵　 3は 6の である。

問 1

❶自然数  1以上の整数を自
し

然
ぜん

数
すう

という。
　 例 　1，2，3，……

❷素数 自然数のうち， 1とその数のほかに約数がない数を素
そ

数
すう

という。
 1は素数ではない。
　 例 　10以下の素数は　2，3，5，7

❸素因数分解 自然数を素数だけの積で表すことを素
そ

因
いん

数
すう

分
ぶん

解
かい

という。
素因数分解はどんな順序で行っても同じ結果になる。
　 例 　42を素因数分解すると　42=2#3#7

❹素因数分解の方法 たとえば，42の素因数分解は次のようにする。
₁　42を素数で順にわっていく。　　　
₂　₁の素数の積をつくる。
　　　　42=2#3#7

2 42
3 21

7

g
g

整数の性質� ➡最初に学習します。
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 (学級の人数)=(班の人数)#(できる班の数)の形で表すことができる。
　　　　　 また，式からわかることは，補助教材の 14行目から 16行目にならって書く。

 かけ算の式…30=5#6

　　　　　 わかること…30は 5の倍数であり，6の倍数でもある。
　　　　　　　　　　　 30は 5と 6でわり切れるから，5と 6は 30の約数である。

 (生徒数 31)'(班の人数)を計算し，あまりがないかどうかを確かめる。
  3人班にあまりなく分けることはできない。

　　　　　  4人班や 5人班の場合でも，あまりなく分けることはできない。

 31には， 1と 31以外の約数があるかどうかを調べる。
  1と 31以外の整数ではわり切れない。

 10から 20までの整数について， 1とその数のほかに約数があるかどうかを
調べる。
 　　10=2#5，12=2#6=3#4，14=2#7，15=3#5，

　　　　　 　　16=2#8=4#4，18=2#9=3#6，20=2#10=4#5

　　　　　 となるから，10から 20までの素数は，次の 4つである。
　　　　　 　　11，13，17，19

 30を素数で順にわっていく。そのとき，商がさらに素数だけの積で表せな
いかを調べる。
 ゆうとさんの考え　　　　さくらさんの考え　　　　ほかの考え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

補助教材 2ページの で， 1年 1組の 30人を 5人班に分けるとき， 

ちょうど 6班できます。このことを，かけ算の式で表しなさい。
また，その式からどんなことがわかりますか。

問 2

 1年 2組の生徒数は 31人です。
 3人班にあまりなく分けることができるでしょうか。
また， 4人班や 5人班ではどうでしょうか。

補助教材
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31は， 1と 31以外の整数でわり切れますか。問 3

10から 20までの素数をすべていいなさい。問 4

30を素数だけの積で表してみましょう。

3
30

10
2

5

30=3# 2 # 5

5
30

6
2

3

30=5# 2 # 3

2
30

15
3

5

30=2#3#5
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 補助教材 4ページの方法にしたがって，素数で順にわっていく。
 ⑴　 ⑵　

  1とその数 130は約数である。それ以外の約数は，素数の組み合わせを考え
て求める。
  1と 130は 130の約数である。

　　　　　 130を素因数分解すると　130=2#5#13

　　　　　 となる。このとき，素数の組み合わせを考えて
　　　　　 　　130=2#(5#13)=2#65

　　　　　 　　130=5#(2#13)=5#26

　　　　　 　　130=13#(2#5)=13#10

　　　　　 と表すことができる。
　　　　　 したがって，130の約数は
　　　　　 　　1，2，5，10，13，26，65，130

➡教科書 35 ページの後で取り組みましょう。

 累乗の指数は，かけた数の個数を右かたに小さく書いて示す。
　　　　　　　5 5 52# = 　　　2 2 2 23# # =

 ⑴　 ⑵　

次の数を素因数分解しなさい。
⑴　66 ⑵　130

補助教材
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問 5

2 66
3 33

66 2 3 11# #=

11

g
g

2 130
5 65

13

130 2 5 13# #=

g
g

補助教材 4ページの問 5の⑵の結果を利用して，130の約数をすべて 

求めなさい。
問 6

次の数を素因数分解して，累
るい

乗
じょう

の指数を使って表しなさい。
⑴　50 ⑵　56

問 7

2個 3個

2 50
5 25

5

2 5 550 2 52# # #==

g
g

2 2 2 7

2 56
2 28
2 14

7
56 2 73# # # #==

g
g
g
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　補助教材 5ページの方法で，100までの素数を求めてみよう。
 

　いちばん上の数が
　　　 2，4，6のとき…下には偶数（ 2の倍数）が並ぶから，素数ではない。
　　　 3のとき…下には 3の倍数が並ぶから，素数ではない。
　したがって，素数は，いちばん上の数が 1と 5の列に並ぶ。

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

31 32 33 34 35 36

37 38 39 40 41 42

43 44 45 46 47 48

49 50 51 52 53 54

55 56 57 58 59 60

61 62 63 64 65 66

67 68 69 70 71 72

73 74 75 76 77 78

79 80 81 82 83 84

85 86 87 88 89 90

91 92 93 94 95 96

97 98 99 100

補助教材　5ページエラトステネスのふるい



【補助教材6〜7ページ】　　累積度数　6

 「36分未満」で着くバスの台数であるから
　　　　　 　　27～ 30，30～ 33，33～ 36

　　　　　 の階級の度数の合計を求めればよい。
 　　27分以上 30分未満の階級の度数は　4台

　　　　　 　　30分以上 33分未満の階級の度数は　18台
　　　　　 　　33分以上 36分未満の階級の度数は　23台
　　　　　 であるから，36分未満で着くバスの台数は
　　　　　 　　4+18+23=45（台）
 答　45台

⑴　 累積度数は，最初の階級からその階級までの度数を合計すればよい。ま
た，たとえば，36分以上 39分未満の階級の累積度数は

　　　　　　 　　　(33分以上 36分未満の階級の累積度数)

　　　　　　 　　　　　  +(36分以上 39分未満の階級の度数)

　　　　　　 　　=45+15=60（台）
　　　　　　　 と求めることもできる。
　　　　　　　 累積相対度数も同じようにして求めることができる。
　　　　　⑵　 「42分未満で着くバス」であるから，39分以上 42分未満の階級の累積

度数と累積相対度数を調べればよい。

Aルートの晴れや曇の日の所要時間について， 

36分未満で着くバスは何台あるでしょうか。
教科書 212ページの表を見て考えましょう。

補助教材
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次の問に答えなさい。
⑴　補助教材 7ページの表の をうめなさい。
⑵　42分未満で着くバスは何台ありますか。
　　また，その割合は全体の何％ですか。

補助教材
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問 1

❶累積度数 各階級について，最初の階級から，その階級までの度数を 

合計したものを，累
るい

積
せき

度
ど

数
すう

という。
❷累積相対度数 最初の階級から，その階級までの相対度数を合計したものを， 

累積相対度数という。

累積度数� ➡教科書 212 ページの後で学習します。
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⑴　 36分以上 39分未満の階級の
　　　　　　　 　　累積度数は　4+18+23+15=60（台）
　　　　　　　 　　累積相対度数は　0.06+0.28+0.36+0.23=0.93

　　　　　　　 39分以上 42分未満の階級の
　　　　　　　 　　累積度数は　4+18+23+15+3=63（台）
　　　　　　　 　　累積相対度数は　0.06+0.28+0.36+0.23+0.05=0.98

　　　　　　　 同じように計算すると，下の表のようになる。
　　　　　　　　　

　　　　　⑵　 39分以上 42分未満の階級の
　　　　　　　 　　累積度数は　63台
　　　　　　　 　　累積相対度数は　0.98=98％
　　　　　　　 であるから
　　　　　　　 　　42分未満で着くバスは 63台
　　　　　　　 　　その割合は全体の 98％
　　　　　　　 である。

⑴　累積相対度数は，次のようにして求めてもよい。たとえば，
　　　　　　　39分以上 42分未満の階級の累積相対度数は

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　 このとき，四捨五入などの関係から，相対度数の合計と上のよう
にして求めた値が一致しない場合がある。

所要時間（分）
晴・曇

度数（台） 相対度数 累積度数（台） 累積相対度数

以上　未満

27～ 30  4 0.06  4 0.06

30～ 33 18 0.28 22 0.34

33～ 36 23 0.36 45 0.70

36～ 39 15 0.23 60 0.93

39～ 42  3 0.05 63 0.98

42～ 45  1 0.02 64 1.00

45～ 48  0 0.00 64 1.00

48～ 51  0 0.00 64 1.00

51～ 54  0 0.00 64 1.00

合計 64 1.00

.
64
63

0 98
度数の合計
累積度数

]=
]

]

g

g


